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課題製作の問題対処例 1
Wikiサイトの複数のソースコードをコピペして一気にコンパイルをかけて
たくさんのエラーが出て、直しきれなくなる。

•原因1 : コードの量が多くなるとバグの発生数がそれ以上に多くなる。
バグがひとつだと楽に直せるが、複数になるとエラーの場所の特定が
どんどん難しくなる。

•対策1 : 少ないステップ数のコードでコンパイルを進めて、段階的に拡
張しコンパイル＆ゴーを進める。エラー発生時に、拡張したソース部分
をコメントアウトしてコンパイルしてみる。

•対策2 : 一気にビルドせずに、Generate Config > Compile > Build と順に
エラー確認しながら進める。
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課題製作の問題対処例 2
Wikiサイトの複数のソースコードをコピペしてまとめて、一気にビルドした。エラー
表示が出なくても基板では動かない。

• 原因1 : Global Resource のクロック設定などは、各Projectで異なった値に設定さ
れている。設定の異なるProjectをそのまま合体させてもうまくいかない。

• 対策1 : 合体させるProject間でGlobal Resource設定が共通化できるかを考える。
• 原因2 : 同じユーザーモジュールを使用しても設定が異なっている。
• 対策2 : ユーザーモジュールの設定を調べてみる。
• 原因3 : 外部スイッチやLEDを使用する場合のGPIO(ピン)のpinout設定が異なっ
ている。

• 対策3 : View > Pinout でPinモジュールの設定を調べてみる。
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Global Resources のクロック系共用設計
Counter8, PWM16, Timer16 で共通で使用できるように設定する
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timer_pwm2 と PWM_UART_2 はクロック設定が同じなので統合できる
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クロック系設定が異なるプロジェクトの例 BPF / timer_pwm_2 / BPF

プロジェクトを統合する
場合は双方で共用で
きるように Grobal
Resource / クロック系
を再設計します。
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• 例 P1[0] : このピンが外部(基板上)のLEDに接続してあ
る場合は、ピンをロジックStrongDrive出力にする設定
する。(LEDの片側はGNDに接続済)

• Port_1_0, StdCPU, Strong, DisableInt, 0 に設定。

• 例 P1[4] :このピンが外部(基板上)のSWに接続してあ
る場合は、ピンをロジック出力かつプルダウン設定に
してスイッチON時に電流が流れて入力がHIGHになる
ようにする。

• Port_1_4, StdCPU, Pull Down, DisableInt, 1 に設定。
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外部スイッチやLEDを使用する場合のGPIO(ピン)のpinout設定
詳細は、サイトのgpio_poll.pdf
を参照してください。

P1[0]

P1[4]

Down
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課題製作の問題対処例 3
どう考えても原因のわからないエラーに遭遇する

•原因1 : 全角文字や空白、文字数、ディレクトリの深さ
•対策1 : 英字を使用、C:¥直下にプロジェクトを置く、文字数を減らす
•原因2 : OSや開発ソフトのバグの可能性
•対策2 : 開発ソフト(やWindows)を再起動してみる
•原因3 : ハードウェア問題の可能性
•対策3 :デバイスの逆差しや足の曲がり、接続部品の接触不良を調
べる、デバイスの不良の場合は交換する。

•原因4 : 長時間作業では集中力が落ちてバグを見逃しやすくなる
•対策4 : 休憩、リフレッシュ、日を変えて再チャレンジ
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うまい設計の進め方
距離センサーによって音程を変化させる課題例

• 失敗例 : LAB3ADC(電圧計)のソースとtimer_pwm2(ドレミ)のプロジェクトのどちらかのクローンを
ベースにもう一つのCソースをコピペして、必要なユーザーモジュールを追加して一気にビルド。エ
ラーメッセージをもとにデバッグを進める。エラーが多くてデバッグに手間取る。

• 成功例 : 課題機能を複数のブロックに分割し、それぞれを動作検証してからつなぎ合わせる
• 機能1 : センサーからの電圧を測り“変数”に代入するブロック
• 機能2 : “変数”または“定数”から音を出すブロック
• 作業1 : センサーの電圧を“変数”に格納してこの値をLCDに表示させ、距離と変数値の関係を調
べてみる。

• 作業2 :音を出すブロックを追加する前にGlobal Resource の設定値と追加するユーザーモジュー
ルがうまく整合するかをチェックする。

• 作業3 :音を出すブロックを追加して、 “定数”を使ってブロック単独で音が出るかを確認する。
• 作業4:追加ブロックの定数を機能1ブロックの“変数”に置き換えて、2つのブロックを統合する。
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設計の再開などについて
次の週に課題制作を継続する場合は、そのままの状態で保管OKです。
制作中のプロジェクトは、念のため(事故防止のために)ディレクトリごとＵＳＢメモリにコピーし
て保管することをおすすめします。

• 後方の棚に、チーム名を記載して、ジャンパー、センサーやアクチュエータをつないだまま
保管できます。光センサー(cds-カドミウムセル)などは個体差がありますので、同じ個体で調
整してそのまま制作をすすめてください。

• 開発ツールは、ＨＰのＵＲＬから無償でダウンロードできます。自分用のノートＰＣを持ち込み
開発してもかまいません。

• もっとやりたいチームには、基板などを貸し出しします。教室が空いている場合などは、ＰＣ
やツールを使用できます。ＴＡさんに聞いてみてください。
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Memo
•フォローアップURL
• http://mikami.a.la9.jp/meiji/MEIJI.HTM

•担当講師
•三上廉司(みかみれんじ) 
• Renji_Mikami(at_mark)nifty.com (Default - Recommended)
• mikami(at_mark)meiji.ac.jp (Alternative)

• http://mikami.a.la9.jp/_edu.htm


